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成長の輝きの「金」  
2024年も残すところあとわずかとなりました。光を表す「金」が今年の漢字 

に選ばれたように、アスリートが活躍する姿に勇気をもらった年でした。活躍の 

裏にある、人一倍の努力をした強い心と、活躍を支えた周囲への感謝を忘れない 

誠実な心にふれたとき、その人の輝きを一層強く感じます。本校では、９月から 

の４か月間、授業や行事の様子を学校内外の皆様にも参観していただく機会が多 

い期間でした。勉強や運動に一生懸命取組む様子から、子供たちの成長に対して 

温かな言葉をたくさんいただきました。お子様の家庭学習や、心や体の健康を支 

えてくださったご家族や地域の皆様に感謝申し上げます。            ～５年生 親子陶芸教室～                                       

来年も、学校教育へのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。        
 

『スマイルプロジェクト』 

「みんなが笑顔になる学校」「津田小をもっとすてきな学校にしよう」をテーマに、“相手の気持ちを考えた

言葉を使おう”“気持ちよく生活できる環境を整えよう”“学級みんなで遊ぶ日を作ろう”など、学年・学校・

地域と共にチャレンジしてみたいことを各学級で話し合い、学年・学級単位で取り組む活動です。各学年の取

組は、６日間かけて１学年ずつ、オンライン集会で全校に発信しました。学習や遊び、体験を通して、互いの

よさを発見したり、自分と違う考え方に気づいたりなど、子供たちの心の成長を図りたいと思います。            

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～ 落ち葉掃き ～ 

盲導犬教室（４年生） 
ひたちなか市を本拠地として盲導犬を育成している「いばらき盲導犬協会」か 

ら、訓練士の方と盲導犬ローズが来校しました。盲導犬をきっかけとして視覚障 

害への理解を深め、生活の中で出会ったときに自然に受け入れられるようにと、 

市内小学校で３校ずつ開催しています。盲導犬の育成には時間と費用もかかるそ 

うです。誰もが安心して生活するために助け合いの心が大切だと学びました。 
 

認知症サポーター養成講座（５年生） 

「認知症サポーター」は、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を 

温かく見守り、支援する応援者です。認知症高齢者等にやさしい地域づくりの一 

員となれるよう、西部地域包括センターや栗田病院の職員の方を講師に、認知症 

の高齢者への接し方を学びました。認知症の家族との生活劇を見て、家族の言葉 

かけひとつで、認知症の人が明るい表情になることが分かりました。 
 

わくわく理科特別授業（６年生） 

NPO法人ひたちなか理科クラブの先生方に、電気の仕組みについて学びまし 

た。発電や電気の流れが変わる説明をする先生や、電気で動く実験器具を興味深 

く見ていました。生活には電気が欠かせないエネルギーであること知りました。 

第３回 防犯パトロール連絡会（１２／２１） 

自転車の乗り方では、「左側通行、横断歩道は降りて渡る」など、ルールの確認が必要です。警察から「見通

しが悪い交差点では、自転車と歩行者との衝突事故も起きやすい」と、一旦停止や徐行が事故回避になるとア

ドバイスがありました。６年生は、自転車通学を想定して荷物を乗せた自転車走行の練習をくり返し、安全な

登下校の準備をしてください。事故防止のため、ご家庭でのルール確認や保護者の見守りをお願いします。 
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